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屋根専用遮熱塗料



テクノロジーの革新「ケイセラチタンクール」。

TECHNOLOGYINNOVATION of
黒色チタン系遮熱顔料が近

赤外線領域波長の高反射率

を実現。

ガラスと同じ珪石（石英）を原料

とする合成樹脂を採用し超耐候

性を実現。

乾燥が早くスムーズに施工が

行えることにより工事へのお客

様負担を軽減。

先進の技術による高い塗着力

と隠ぺい性で驚くほどの美し

い仕上がりに。

ガラスと同じ珪石（石英)を原料とする紫外線に強い合成樹脂を採用し、

無機と有機のハイブリッド技術により

フレキシブル性も兼ね備えた高密度の無機塗膜を形成。

紫外線にも強く、その耐候性はフッ素樹脂塗料にも劣らない。

ケイ素化合物を主成分とする「超耐候性次世代型無機遮熱塗料」。

高レベルの親水性制御技術に

より、外壁に付着した汚染物質

を雨水が流し落とす。

無機と有機のハイブリッドによ

り基材の膨張・収縮に追従。

美観や健康を損なう可能性の

ある藻やカビの発生をシャット

アウト。

1５㎏セット
（主剤：13.5㎏/硬化剤1.5㎏）



無機世界を率いる「ケイ素」

有機世界を率いる「炭素」

自然界で互いが結合した化合物は存在しない。

忘れ去られた化合物ともいうべき「ケイ素化合物」

人類はその化合物生成を可能にし

その恩恵にあずかっている。

「ケイ素」は地球上で酸素に次いで二番目

に多い元素であり、その可能性は無限大と

もいわれ化学工業をはじめ塗料業界にお

いても応用され続けている

太古の生命シアノバクテリアは32億年前に地球上で初めて

光合成をする生物として誕生したといわれている。このシア

ノバクテリアは荒れ果てた地球表面のケイ素を食べていた

という。

地球上におけるケイ素の循環は生物の根幹となる炭素の循

環と密接に関係している。

ケイ素と生物の関わりは我々が考えていたよりも深いのかも

しれない。
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性能と価格の比較をそれぞれ表したグ

ラフです。フッ素樹脂塗料にも劣らぬ高

性能を発揮するケイセラチタンクールは

コストパフォーマンスにも優れています。

ケイセラチタンクールは「無機」と「有機」の長所のみをハイブリッド

無機系塗料 無　機 有　機

有機樹脂塗料

○ 超耐候性
○ 難燃性

○ 低汚染性
× 割れやすい

○ 高硬度基本性能
（○長所 ×短所）

○ フレキシブル性
× 劣化しやすい

× 可燃性

これまで培ってきた無機塗料の開発技術を活かし無機成分と有機成分の配合率を追求

しました。

理想的な無機成分の配合率とバランスのとれた無機と有機のハイブリッド技術により

フッ素樹脂塗料にも劣らない超耐候性次世代型無機塗料の開発に成功しました。

無機と有機の配合率を追求
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黒色チタン系遮熱顔料が近赤外線の高反射率を実現。ケイセラチタンクール

2液弱溶剤形無機変性樹脂黒色チタン系遮熱塗料

ケイセラチタンクール

〈照射実験写真〉 〈サーモグラフィー画像〉

85℃

27℃

2枚の屋根モデル（鉄板）の

左側に他社遮熱塗料、右側

にケイセラチタンクールを

塗布し、サーモグラフィー

で測定した結果です。

サーモグラフィーによる屋根モデル表面温度分布（熱画像）

他社遮熱塗料 ケイセラチタンクール 他社遮熱塗料 ケイセラチタンクール

黒色チタン系遮熱顔料が近赤外線の高反射率を実現、

室内の温度上昇を抑制する｢ケイセラチタンクール｣。

遮熱塗料で一番重要なことは、熱エネルギーになりやすい太陽からの近赤外線領域波長

（780～2500nm）の反射を高めることです。ケイセラチタンクールは、黒色チタン系遮熱顔料

を使用することにより、近赤外線領域波長を効率的に反射することができます。

〈一般塗料〉 〈遮熱塗料〉

着色顔料にカーボンブラックを使用すると
近赤外線を吸収し建物の温度が上昇。

黒色チタン系遮熱顔料の採用により近赤
外線を反射し建物の温度上昇を抑制。

【優れた遮熱性と超耐候性】 【退色を大幅低減】

混色でつくった黒色は、紫外線に弱い顔料（黄）から退色し

ていき、時間とともに塗膜が変色していく。

黒色チタン系遮熱顔料

〈従来の遮熱塗料〉

近赤外線
領域波長

一般的な黒顔料（カーボンブラック）は、太陽光（近赤外

線）を吸収しやすく、熱を発生させる原因となっていました。

ケイセラチタンクールは黒色チタン系遮熱顔料を使用し、

高温化の原因となる近赤外線領域波長の高反射率を実現。

かつて難しいといわれていた濃色系の遮熱塗料を可能にし

ました。また、黒色チタン系遮熱顔料は超耐候性も有してい

るため、高い光沢保持率と色あせ抑止効果を長期にわたり

維持します。

熱に変換
屋外に貼られたポスターなどが、変色や色あせているのを

目にすることがあります。これは、太陽光によってインク（顔

料）の性質が変化することによって起こる現象で、退色と呼

ばれています。

一般的な遮熱塗料も日射熱を集めてしまう黒顔料「カーボ

ンブラック」を使用せず、赤青黄などの混色で黒に近い色

をつくっていますが、経年による塗膜退色により、せっかくの

黒色が赤みや青みがかることがありました。黒色チタン系遮

熱顔料の使用は、圧倒的な美しい黒色の再現を可能にしま

した。
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黒色チタン系遮熱顔料の平均日射反射率 （ % ）

色
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近赤外線領域
日射反射率(%)

黒色チタン系遮熱顔料

他社遮熱顔料

カーボンブラック
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300～780nm
（可視光領域）

780～2500nm
（近赤外線領域）

可視光領域
日射反射率(%)

日射反射率（色比較） 日射反射率（顔料比較）

遮熱塗料対応下塗り材との併用で
近赤外線をダブルでブロック！！

ケイセラチタンクールに遮熱塗料対応下塗

り材を使うことにより遮熱性能はさらに発揮

されます。



超促進耐候性試験（スーパーUV）で光沢を測定した結果、他社

遮熱塗料（黒系）に比べ、ケイセラチタンクールは高い光沢保持率

を維持しています。

ケイセラチタンクール
(黒色チタン系遮熱顔料)

他社遮熱塗料A（黒系）

他社遮熱塗料B（黒系） 他社遮熱塗料C（黒系）

光
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率 （ 

% 

）
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※超促進耐候性試験で実際の1年に相当する時間：内陸部（約40時間）／沿岸部（約50時間）

超促進耐候性試験（スーパーUV）

試験成績
●JIS K 5675　屋根用高日射反射率塗料準拠
「容器の中の状態」「塗膜の外観」「日射反射率％（近赤外波長域日射反射率ρIR％）」「耐おもり落下性（デュポン式）」
「耐アルカリ性」「耐酸性」「耐湿潤冷熱繰返し性」「促進耐候性」　全項合格

撥水性で塗膜に水滴が出来てしまう。

 

〈フッ素樹脂塗料〉

親水性で塗膜に良くなじむ。

〈ケイセラチタンクール〉

【親水状態】【撥水状態】

ケイセラチタンクールは塗装後1ヶ月ほどで成膜し、その後発揮するハイドロクリーニング効果により建物の美しさを長期にわたり保ち続けます。

ケイセラチタンクールは塗膜の表層にシラノール層を形成することで親水性塗膜となります。

すぐれた耐候性と低汚染性で長期的に遮熱性能を保持。ケイセラチタンクール

2液弱溶剤形無機変性樹脂黒色チタン系遮熱塗料

ケイセラチタンクール

シラノール親水技術

撥水性と親水性

防藻・防カビ効果と雨で汚れを流し落とすハイドロクリーニング効果

雨水

汚染物質と塗膜表面の
間に雨水が入り込み、
汚染物質を浮き上がら
せ、そのまま流し落とし
ます。カビをシャットアウト。イヤな藻の発生も防ぎます。

藻

カビ

＋

塗料樹脂にアルコキシシランが全体に混ざっ

ている状態

空気中の水分と反応（加水分解）し、シラノー

ルになる

塗膜表層にシラノール層を形成

加水分解

空気中
の水分

超耐候性とシラノール親水技術による超低汚染性により

長期にわたり遮熱性能を保持。

劣化が進むと塗膜表面の平滑性が失われ
日射反射率が低下。

汚れが付着して黒くなると
日射反射率が低下。

ケイセラチタンクールの超耐候性と超低汚染性が長期にわたり
日射反射率の低下を防ぎ遮熱性能を維持し続けます。

遮熱塗料に耐候性と低汚染性が求められる理由

シラノール層

接触角40度以下接触角約80度



2020.01

プレマテックスは

塗料のクリエイティブイノベーションを

真剣に考え続けます。

塗料の未来を創り、塗料で未来をつなぐ。

T H E  F U T U R E  O F  A  PA I N T

取扱店


